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北海道における北海道における
国際会議等誘致の取組国際会議等誘致の取組

平成２２年５月 
北海道北海道

赤レンガ 



Ⅰ サミットの成果と
          北海道の基本方針 

サミットの成果 

北海道の世界的な 
知名度の向上 

官民協働意識の 
高まり 

会議ノウハウ 
の蓄積 

会議開催による 
経済波及効果 

国際会議等誘致の基本的な考え方 

サミットの成果を将来に亘って 持続発展させながら 北海道地域全 サミットの成果を将来に亘って、持続発展させながら、北海道地域全
体の活性化に結びつけていくため、官民協働でポスト・サミットに向けた
取組の一つとして、「国際会議等の誘致」を展開していく。 



Ⅱ これまでの誘致活動の成果 
  
① 第１回Ｇ８水と衛生に関する専門家会合 

（H20 12 16～17 帯広市） 〈外務省〉    （H20.12.16～17 帯広市）             〈外務省〉
② 第５回日本・太平洋諸島フォーラム首脳会議 

    （太平洋・島サミット） （H21.5.22～23 占冠村）   〈外務省〉 
③ 第 豪観光交流促進協議③ 第８回日豪観光交流促進協議 

      (H21.6.1 ニセコ町)                    〈観光庁〉 
④ 第７回日ＡＳＥＡＮ次官級交通政策会合④ 第７回日ＡＳＥＡＮ次官級交通政策会合

   （H21.6.16～18 函館市)              〈国土交通省〉 
⑤  第１２回日中韓三カ国環境大臣会合 

(H22 5 22 23 千歳市 苫小牧市）               〈環境省〉     (H22.5.22～23 千歳市・苫小牧市）               〈環境省〉 
⑥ ２０１０年ＡＰＥＣ貿易担当大臣会合 

       (H22.6.5～6 札幌市）        〈外務省・経済産業省〉  



Ⅲ 誘致体制等（１） 
 官民一体の「北海道国際会議等誘致推進会議」を立
ち上げ（H20.9.11)  

（構成員） 
  北海道、札幌市、北海道市長会、北海道町村会、北海道経済連合会、 
  （社）北海道商工会議所連合会、北海道経営者協会、北海道経済同友会、 

（社）北海道観光振興機構 北海道農業協同組合中央会 ホクレン農業協同組合連合会  （社）北海道観光振興機構、北海道農業協同組合中央会、ホクレン農業協同組合連合会、
  北海道漁業協同組合連合会 
 
（顧問） 
  北海道経済産業局、北海道開発局、北海道運輸局 



Ⅲ 誘致体制等（２） 
【２０１０年APEC貿易担当大臣会合の例】【２０１０年APEC貿易担当大臣会合の例】

 札幌開催決定(H21.5.15)  

 「２０１０年APEC貿易担当大臣会合北海道・札幌実行委 
 員会」(H21.7.8)の設立 

会  長   ：北海道知事 
会長代行 ：札幌市長 
副会長 ：北海道経済連合会会長、（社）北海道商工会議所連合会会頭、北海道経営者協会会副会長  ：北海道経済連合会会長、（社）北海道商工会議所連合会会頭、北海道経営者協会会

長、北海道経済同友会代表幹事、（社）北海道観光振興機構会長、北海道農業協同組
合中央会会長 

理 事   ：北海道商工会連合会会長、（社）北海道建設業協会会長、ホクレン農業協同組合連合会

代表理事会長、北海道漁業協同組合連合会代表理事会長、北海道木材産業協働組合
連合会代表理事会長 北海道市長会会長 北海道町村会会長連合会代表理事会長、北海道市長会会長、北海道町村会会長

監 事 ：北海道中小企業団体中央会会長、北海道商店街振興組合連合会理事長 

海道 ジ 洋２０１０年、北海道で深めようアジア太平洋の絆



Ⅲ 誘致体制等（３） 
個性豊かな道内各都市には、「おもてなしの心」で
        国際会議の開催をサポートする体制が充実！ 

 
札幌コンベンションビューロー 

主な開催支援プログラム 
  
様 な支援サ ビ

 
（社）函館国際観光コンベンション協会 
 
旭川コンベンションビューロー 

様々な支援サービスで
     国際会議の開催をサポート！ 
 

市内ガイドブ ク等資料の提供 
コンベンションシティ北見推進協議会 
  
（社）帯広観光コンベンション協会

市内ガイドブック等資料の提供
 ボランティア通訳の派遣 
 同伴者プログラムの企画、実施 

コンベンション会場における各種サービス（社）帯広観光コンベンション協会
 
（社）釧路観光協会 
 
（財）北海道大沼国際交流協会

 市民、報道機関への広報 
                        等 

（財）北海道大沼国際交流協会



Ⅳ 本道の優位性（１） 

  充実した交通アクセス 
道 着 際 航 路線 路線道内空港に発着する国際定期航空路線（１１路線）

北京 

新千歳空港 

グアム 

香港 ユジノサハリンスク 

新千歳空港 

大連

ユジノサハリンスク 

ソウル 

プサン

大連

函館空港 
プサン上海 

台北 

ソウル 新千歳     羽田 
１日５２往復 



Ⅳ 本道の優位性（２－１） 

  新千歳空港ターミナルビル 
新国際線旅客タ ナ ビ 能力  

 
需要規模       ： 旅客ピーク時に１時間あたり５３０人以上に対応可能 （２００人） 
ターンテーブル ： ２台 （１台） 

新国際線旅客ターミナルビルの能力

タ ンテ ブル   ： ２台 （１台） 
固定橋        ： ５か所 （３か所） 
手荷物検査     ： インラインスクリーニングシステム（＝手荷物搬送設備設置）の導入 
                 Ｘ線検査機 ２台 （１台） 
設備          ： 共用チェックインカウンターを新たに設置 

              出国カウンタ   ８か所  （６か所）                      出国カウンター     ８か所  （６か所）       
                      入国カウンター    １０か所  （６か所） 
                     税関           １１か所  （７か所） 
                     エアライン窓口数   ３２か所  （２２か所） 
                                                     （  ）内は整備前 
  

新千歳空港 
クールプロジェクト 

 



Ⅳ 本道の優位性（２－２） 

  新千歳空港ターミナルビル 

    

 
 新千歳空港における一部外国航空会社の乗り入れ制限の緩和 

 

        （緩和前） 

・水曜日 １１：２０～１３：５０

      （Ｈ22年3月28日以降） 

・火曜日及び水曜日火曜日及び水曜日 １２：００～１６：００１２：００～１６：００ 

 

 

水曜日 １１：２０～１３：５０

・金曜日 １７：００以降 

・土曜日及び日曜日 終日 

火曜日及び水曜日火曜日及び水曜日 １２：００～１６：００１２：００～１６：００  

・金曜日 １７：００以降 

・土曜日及び日曜日 終日 

 

 
            

           ※下線部が変更点 
 



Ⅳ 本道の優位性（３ー１） 

 コンベンション施設  

ＡＰＥＣ貿易担当大臣会合会場
（札幌コンベンションセンター） 

札幌コンベンションセンターでの会議風景 

Ｇ８サミット会場（ザ・ウィンザーホテル洞爺） 太平洋・島サミット会場（アルファリゾートトマム） 



Ⅳ 本道の優位性（３ー２） 

 コンベンション施設  

日ＡＳＥＡＮ会場（函館国際ホテル） 

日豪観光交流会場（ヒルトンニセコビレッジ） 

Ｇ８水と衛生会場（帯広十勝プラザ） 



Ⅳ 本道の優位性（４ー１） 

 食・自然・文化  
山 草原

北海道の畑と海からの贈り物 北海道の山と草原からの贈り物 

士別サフォーク（士別）、ホエー豚（大樹）、おぼろ
づき米（北海道）

蝦夷あわび（函館） 、長芋（帯広）、天然帆立（知

内）、サーモン（えりも）、活ボタンエビ（噴火湾）、
ウニ（根室）、ゆりね（美瑛） 

づき米（北海道）

マスカルポーネ（北海道） 

北海道の自然と道民からの贈り物 



Ⅳ 本道の優位性（４ー２） 

 食・自然・文化  

アイヌ舞踊を鑑賞する首脳夫人 

大雪だるま前での記念撮影 

首脳夫人をお迎えしたミニ雪だるま 「ＹＯＳＡＫＯＩ ソーラン」の演舞 



Ⅳ 本道の優位性（５）  
訪日外国人来道者数の推移 

 訪⽇外国⼈来道者数の推移(全体)  
アジア 南北アメリカ ヨーロッパ オセアニア その他 800,000 

訪日外国人来道者数の推移(アジア)  

中国 台湾 韓国 香港 その他 

400,000 
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来道外国人

0 
100,000 
200,000 
300,000 
00,000

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 

0 
2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 の約９割が 

アジアから 

訪⽇外国⼈来道者数の推移(中国)2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 

○近年の来道外国人数は約６９万人約６９万人 

○うちアジアアジアからが全体の約９割約９割（（約６０万人） 
30 000 

40,000 

50,000 

訪⽇外国⼈来道者数の推移(中国)

５年前と比５年前と比
べて約８

倍！

○2008年度は世界同時不況やなどの影響で減少 

 傾向だが・・・ 

中国中国 約 倍約 倍 0 

10,000 

20,000 

30,000 倍！

○中国中国からはここ５年間で約８倍約８倍（約５万人） 

  → 今後も来道者の伸びが期待される 

0 
2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 



Ⅳ 本道の優位性（６）  
国際会議誘致セミナーの開催 

 
   本道の魅力を広く世界へ発信し、新たな来道者層の開拓や本道
のプレゼンスの向上などにつながる国際会議等を全道各地で開催
し地域の活性化を図るため、全道の市町村職員、ホテル・会議場
関係者等を対象として 国際会議を巡る情勢や国際会議の誘致の関係者等を対象として、国際会議を巡る情勢や国際会議の誘致の
実務などの理解を深めてもらうためのセミナーを開催。 



国際会議の開催は、国際会議の開催は、
是非、北海道で！ 

（お問い合わせ先）
 

北海道総合政策部知事室国際課 
国際会議等誘致推進班国際会議等誘致推進班

 （担当：針山・磯部・横山） 

〒060-8588 札幌市中央区北３条西６丁目 
TEL : 011-231-4111（内線21-206） 

 
 



北海道における平成２２年度の取組北海道における平成２２年度の取組海道 おける平成 年度 取組海道 おける平成 年度 取組

Ⅰ．北海道庁公式ウェブサイト 
「北海道コンベンションガイド」の公開「北海道コンベンションガイド」の公開

Ⅱ．「国際会議誘致リーフレット」の作成 
Ⅲ．「国際的な学会に関する調査分析」の実施 



ⅠⅠ．北海道庁公式ウェブサイト．北海道庁公式ウェブサイト  
北海道コンベンションガイド北海道コンベンションガイド  北海道コン ンションガイド北海道コン ンションガイド



１．目的目的

国内外の国際会議の主催者等に対して  国内外の国際会議の主催者等に対して、
全道の地域情報や会議施設・宿泊施設等の 
情報をウ ブサイトで 多言語で発信 提供し情報をウェブサイトで、多言語で発信・提供し、
北海道での国際会議誘致を促進する。 



２．掲載情報掲載情報

① 「Why Hokkaido」① 「Why Hokkaido」

（北海道の国際会議開催地
としての魅力、優位性） 

宿 施

 

② コンベンション・宿泊施設

③ 市町村情報 
④ コンベンションビューロー④ コンベンションビュ ロ

⑤ 開催サポート 

など 



３．特長 

① 北海道一円の多くの情報を網羅① 北海道一円の多くの情報を網羅

② 多言語対応（日本語、英語、中国語（簡体字・
繁体字） 韓国語 ロシア語）繁体字）、韓国語、ロシア語）

③ コンベンション・宿泊施設の検索機能 
ンベンシ ン プラン ングツ ル機能④ コンベンション・プランニングツール機能

（iPhone対応） 
⑤ グ グルマ プの採用⑤ グーグルマップの採用

⑥ 効率的な情報メンテナンス 



３．特長 

①北海道一円の 
情報を網羅情報を網羅

コンベンション施設

コンベンション会場の
ある宿泊施設 

宿泊施設 



３．特長特長

②多言語対応 
 



３．特長特長

③検索機能 



３．特長特長

④コンベンション・ 
  プランニングツール 
   機能（iPhone対応） 

iPhone画面 



３．特長特長

⑤グーグルマップの 
採用 

 

採用



３．特長特長

⑥情報メンテナンス 



３．特長特長

① 北海道一円の多くの情報を網羅① 北海道一円の多くの情報を網羅

② 多言語対応（日本語、英語、中国語（簡体字・
繁体字） 韓国語 ロシア語）繁体字）、韓国語、ロシア語）

③ コンベンション・宿泊施設の検索機能 
ンベンシ ン プラン ングツ ル機能④ コンベンション・プランニングツール機能

（iPhone対応） 
⑤ グ グルマ プの採用⑤ グーグルマップの採用

⑥ 効率的な情報メンテナンス 



４．展開展開

サイトを活用した情報発信 
関係機関とのリンク設定関係機関とのリンク設定

リーフレット等での周知 
上海万博での配布 誘致活動での利用上海万博での配布、誘致活動での利用



ⅡⅡ．外国語版国際会議誘致リーフレット．外国語版国際会議誘致リーフレット外国語版国際会議誘致リ ッ外国語版国際会議誘致リ ッ

作成言語 
日英版、日中（簡体字）版、日中（繁体字）版、 

韓版 版日韓版、日ロ版

作成部数 
全体 30 000部全体で30,000部

活用法 
誘致活動での利用誘致活動での利用
（国際会議関係団体、学会・大学関係者への配布等） 
上海万博での配布上海万博での配布



ⅢⅢ．国際的な学会に関する調査分析．国際的な学会に関する調査分析国際的な学会 関する調 分析国際的な学会 関する調 分析

 全道各地で国際会議等の開催を推進するた

め 民間系の国際的学会の実態を調査分析しめ、民間系の国際的学会の実態を調査分析し、
誘致のための基盤情報整備を図る。 




